
藤
沢
市
議
会
議
員

 

山
　
内

　
幹

　
郎

藤
沢
市
議
会
議
員

 

柳
　
沢

　
潤

　
次

藤
沢
市
議
会
議
員

 

土
　
屋

　
俊

　
則

藤
沢
市
議
会
議
員

 

味 

村 

耕 

太 

郎

法律・生活相談

毎月 10 日頃　午後１：３０～
　　　（日本共産党議員団控室にて）　　

　ご希望の方はご連絡ください
　　　　　（２５）１１１１（内線）５６４９

ご意見・ご要望をお気軽にお寄せください

    20 ２１年 3 月 14 日（ 連絡先） ℡ (25)1111( 内 )5649
№ 289

市議会報告日本共産党
藤沢市議団

（ホームページ）http://fujisawagikai.sakura.ne.jp/fujisawa
(E-mail)fujisawa.kyosan@gmail.com

村岡新駅設置の覚書を４者（神奈川県・藤沢市・鎌倉市・ＪＲ）で締結
市民の反対の声を無視しての「決定」は許されません

　

藤
沢
市
は
２
月
８
日
、
神
奈
川
県
・
藤
沢
市
・

鎌
倉
市
・
JR
東
日
本
の
４
者
で
村
岡
新
駅
設
置

等
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

「
覚
書
」
の
主
な
内
容
は
下
表
の
通
り
で
す
。

２
月
議
会
建
設
常
任
委
員
会
で
覚
書
の
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
沢
市
の
負
担
額
は
駅
の
負
担
分
、
約
41
億

円
と
自
由
通
路
、
約
16
億
円
、
合
計
約
57
億
円

に
な
り
ま
す
。
藤
沢
市
は
こ
の
間
、
「
概
略
設

計
の
結
果
が
１
６
０
億
円
以
内
で
あ
る
こ
と
、

JR
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
事
業
実
施

の
判
断
す
る
」
と
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
３

県
市
と
JR
で
新
駅
設
置
を
進
め
２
０
２
１
年
度

基
本
設
計
（
基
本
協
定
）
、
22
年
度
、
詳
細
設

計
を
経
て
着
工
し
、
８
年
後
の
32
年
に
新
駅
開

業
の
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

党
藤
沢
市
議
団
「
中
止
」
を
文
書
で
要
望

２
月
議
会
の
代
表
質
問
等
で
追
及

村
岡
新
駅
の
整
備
費
（
概
略
設
計
）　

　
　

１
５
０
億
円
・
自
由
通
路
16
億
円

●新駅整備費　総額約１５０億円
　　　（新駅建設費・システム改修費・用地費等）

費用分担  神奈川３０．０％（４５．００億円）
　　　　　　　藤沢市２７．５％（４１．２５億円）
　　　　　　　鎌倉市２７．５％（４１．２５億円）
　　　　　　　JR東日本１５．０％（２２．５０億円）
●自由通路　約１６億円
　　　　　　　　　　　　　（藤沢市が全額負担）
●新駅整備の設計・施工は JR 東日
　本が行なう
＊駅開業は 2032 年頃の予定

村岡新駅等に関する覚書の内容
　

ま
た
、
村
岡
地
区
と
鎌
倉
市
の
深
沢
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
は
一
体
的
に
進
め
、
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
を
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
が
施

工
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

５
０
０
０
筆
以
上
の
「
新
駅
設
置
反
対
署

名
」
を
県
知
事
と
市
長
に
提
出

　

市
民
団
体
は
、
昨
年
秋
か
ら
村
岡
新
駅
設
置

反
対
の
署
名
活
動
を
行
な
い
、
５
０
０
０
筆
を

超
え
る
署
名
を
神
奈
川
県
の
黒
岩
祐
治
知
事
と

藤
沢
市
の
鈴
木
恒
夫
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
藤
沢
駅
・
大
船
駅
間
4.6
キ
ロ
、
時
間
に
し
て

約
４
分
程
度
し
か
か
ら
な
い
の
に
、
そ
の
中
間

地
点
に
駅
を
つ
く
る
必
要
性
は
な
い
。
新
駅
建

設
と
周
辺
開
発
に
最
大
４
０
０
億
円
も
の
税
金

を
使
う
の
は
ム
ダ
使
い
だ
。
そ
ん
な
お
金
が
あ

る
な
ら
ば
、
市
民
の
コ
ロ
ナ
対
策
や
医
療
・
福

祉
・
暮
ら
し
に
回
す
べ
き
」
と
の
要
旨
で
す
。

し
か
も
、
市
が
実
施
し
た
、
村
岡
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
12
月

18
日
か
ら
１
月
18
日
の
期
間
で
実
施
し
、
市
民

の
意
見
を
聞
い
た
ば
か
り
で
、
結
果
の
公
表
も

さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
「
締
結
」
を
発
表
を
す

る
な
ど
、
市
民
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
る
姿
勢
は
な
い

と
言
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
団
は
、
２
月
15
日
、

鈴
木
恒
夫
市
長
に
対
し
、
村
岡
新
駅
設
置
と
周

辺
の
大
型
開
発
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
た
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
①
市
民
か

ら
反
対
の
声
が
強
い
こ
と　

②
１
８
０
億
円
と

い
っ
て
き
た
設
置
費
用
は
消
費
税
を
入
れ
た
金

額
で
す
。
し
か
し
、
駅
舎
は
非
課
税
な
の
で
課

税
で
き
な
い
た
め
、
１
６
６
億
円
は
安
く
な
っ

た
と
は
い
え
な
い
こ
と
。
③
新
駅
設
置
よ
り
も

コ
ロ
ナ
対
策
に
優
先
的
に
使
う
べ
き
こ
と
④
周

辺
の
大
型
開
発
は
県
主
導
で
、
住
民
の
た
め
で

な
く
、
JR
や
大
企
業
の
た
め
の
開
発
だ
、
な
ど

の
要
旨
で
中
止
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

HP/E-mail を変更しました

　

ま
た
、
議
会
の
代
表
質
問
を
は
じ
め
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
、
予
算
等
特
別
委

員
会
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

答
弁
は
「
設
置
費
用
が
安
く
な
っ
た
、

JR
が
費
用
負
担
を
明
確
に
し
た
」
「
研
究

開
発
拠
点
を
形
成
し
、
市
内
経
済
を
け
ん

引
し
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
都
市
を
目
指

す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

今
後
、
土
地
区
画
整
理
事
業
認
可
や
都

市
計
画
決
定
な
ど
住
民
の
合
意
が
求
め
ら

れ
る
機
会
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。
声
を
上

げ
続
け
、
不
要
不
急
の
大
型
開
発
は
中
止

さ
せ
ま
し
ょ
う
。



JR東
海道
線

村岡新駅（仮称）整備
（神奈川県・鎌倉市・藤沢市負担）

深沢地区
（約31.1ヘクタール）

村岡地区
（約8.6ヘクタール）

大船駅へ→

藤
沢
駅
へ
←

柏尾川

鎌倉市

藤沢市

湘南モノレール

湘南深沢駅シンボル橋（橋梁部）
（鎌倉市負担）

南口駅前広場

シンボル道路（藤沢市域）
（藤沢市負担）

村岡新駅（仮称）
南北自由通路
（藤沢市負担）

湘南アイパーク
（旧武田薬品工業研究所）

村
岡
新
駅
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

村
岡
新
駅
設
置
と
周
辺
の
大
型
開
発
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経

過
と
内
容
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
残
っ
て
い
ま
す
。

●
JR
藤
沢
駅
と
大
船
駅
間
は
距
離
に
し
て
４
．
６
キ
ロ
、
時
間
に
し

　

て
４
分
程
度
の
中
間
地
点
に
駅
が
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

●
駅
設
置
１
６
６
億
円
、
総
事
業
費
最
高
で
４
０
０
億
円
も
か
か
る

　

予
定
で
す
。
し
か
も
、
浸
水
地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

　

ら
軟
弱
地
盤
で
さ
ら
に
費
用
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
県
主
導
で
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
武
田
薬
品
工
業
が
中

　

心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
武
田
薬
品
は
自
社
所
有
だ
っ
た
土
地
・

　

建
物
は
す
で
に
信
託
会
社
に
売
却
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
こ
の

　

計
画
は
予
定
通
り
す
す
む
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
な
う
深
沢
地
区
に
は
大
規
模
な
商
業
施

　

設
も
誘
致
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
沢
駅
周
辺
の
商

　

店
街
な
ど
周
辺
に
悪
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
藤
沢
市
は
経
済
波
及
効
果
は
生
産
誘
発
効
果
５
４
０
億
円
、
誘
発

　

就
業
者
数
４
３
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
企
業
誘
致
が

　

順
調
に
進
展
す
る
こ
と
が
前
提
。
し
か
も
、
こ
の
想
定
に
は
、
企

　

業
や
就
業
者
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
税
収
増
な
ど
し
か
見
て
お

　

ら
ず
、
ご
み
処
理
の
増
や
立
地
誘
導
策
の
出
費
分
な
ど
行
政
需
要

　

の
増
大
は
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

そも
　そも

新駅設置 まちづくり

2018 年度
　（平成30年度）

2019 年度
　（令和元年度）

・概略設計 ・まちづくり方針
2020 年度
　（令和2年度）

2021 年度
　（令和3年度）

・都市計画決定
　（区画整理区域・道路、地区計画）

2022 年度
　（令和4年度）

（2023年度）
（令和 5年度）

　　　（予定）

（2032年頃）
（令和 14 年度）

　　　（予定）

・詳細設計

・工事

・事業認可
　（土地区画整理事業、シンボル道路）

・換地指定

・工事

まちづくりと新駅設置の 3者合意

基本協定締結

新駅設置等の覚書締結

新駅開業

概
ね
８
年

まちびらき

今後のスケジュール及び進め方（藤沢市資料より）

シ
ン
ボ
ル
道
路
・
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　

シ
ン
ボ
ル
道
路
及
び
南
北
の
駅
前
広
場
に
つ
い

て
は
交
通
管
理
者
や
地
権
者
な
ど
と
の
協
議
を
実

施
、
基
本
設
計
を
ま
と
め
、
調
整
を
し
て
い
る
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
等
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け
て
、
概
略

換
地
設
計
及
び
事
業
フ
レ
ー
ム
を
と
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
鎌
倉
市
深
沢
地
区
と
の
一
体
施
行
に
向

け
た
調
整
・
協
議
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
下
表
参
照
）
を
見
る
と

区
画
整
理
区
域
、
道
路
、
地
区
計
画
等
に
つ
い
て
は

２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
年
度
）
中
に
都
市
計
画
決

定
を
行
な
う
と
し
て
い
ま
す
。

藤
沢
市
議
会
２
月
定
例
会
の
建
設
経
済
常
任
委

員
会
で
村
岡
新
駅
設
置
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

莫
大
な
財
源
を
使
っ
て
不
要
不
急
の
大
型
開
発
を
進
め
る
方
針

は
広
く
市
民
と
の
合
意
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
反
対
の
署

名
運
動
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
へ
の
徹
底
し
た
情
報
提
供

と
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
り
、
強
引
に
進
め
る
こ
と

は
や
め
る
べ
き
で
す
。


